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NHK特設サイト新型コロナウイルス
https://www3.nhk.or.jp/news/special/coronavirus/

新型コロナデータサイト https://covid.gutas.net/
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改正新型インフルエンザ等
対策特別措置法(特措法)

「緊急事態宣⾔」
県単位の最強措置

「まん延防⽌等重点措置」
県内の地域を指定
時短要請○（休業要請×）
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第４波：α variant （アルファ株）
第５波：δ variant （デルタ株）

第６波：ο variant （オミクロン株）

高齢者のワクチン接種、人流抑制
緊急事態宣言や特別措置（飲食店中心）
→急激に減少して収束

若年者への感染拡大と家庭内感染
ブレイクスルー感染と追加接種遅れ
BA.1→BA.2(ステルスオミクロン）置換？
→高止まり〜第６波リバウンド？

α δ
ο BA.1

COVID-19：Coronavirus disease 2019（新型コロナウイルス感染症）
SARS-CoV-2：Severe acute respiratory syndrome（重症急性呼吸器症候群 )  coronavirus 2

https://www3.nhk.or.jp/news/special/coronavirus/


スパイクタンパク質遺伝子の
最尤（ゆう）法による系統分析

オミクロン株
(第２血清型）

従来株
(第１血清型)

オミクロン株は抗体の交差反応
が限定される

Simon-Loriere &  Schwartz
Nat Rev Microbiol., 20, 187–188 (2022)

Hu et al., 
Nat Rev Microbiol., 19, 141–154 (2021)

SARS-CoV-2 の生活環と薬剤ターゲット

デキサメタゾン
（ステロイド）

レムデシビル

カシリビマブ・
イムデビマブ
（中和抗体）

ニルマトレルビル・
リトナビル

ファビピラビル
（アビガン錠）
開発中

S-217622
（シオノギ）
開発中

デルタミクロン?

「風邪」coronavirus の仲間
（＋）鎖RNAゲノムを持ち、 RNA依存性RNAポリメラーゼで複製
→ 校正機能が低く、変異しやすい。

タンパク質のスパイクを持つ
エンべロープ（脂質膜）
→ 石鹸やアルコールに弱い
→ スパイクは抗原

武漢で検出

α

δ

現状ではタミフルの様な「特効薬」はない

プロテアーゼ

BA.2 ステルス
（一部の方法で
δと区別できない）

BA.１



新型コロナウイルスの感染経路

手洗いが有効
個人感染対策で感染リスクを低減

極度の倦怠感、筋肉・関節痛、息切れ、動悸、味覚・嗅覚喪失(変化)、
胃腸障害、注意力、記憶力、 認知障害、脱毛

換気が有効

三密回避 (「ゼロ密」) が有効

Ø 重症化するリスク（重症肺炎、血栓）：年齢、喫煙、基礎疾患。

Ø 後遺症（Long COVID）：重症者はもちろん、軽傷者でも。

マスクが有効

野口憲太 朝日新聞アピタル 2021/9/25
https://www.asahi.com/articles/ASP9S43DKP9JULBJ01X.html

「新型コロナウイルス（SARS-CoV-2）の感染経路について
国立感染症研究所HP 2022/3/28

ウイルス粒子の放出

咳、くしゃみ、会話、歌、呼吸
大きさで振る舞いが異なる

飛沫（含水） エアロゾル（飛沫核）

手指を介して
粘膜に付着

粘膜露出部
に付着

直接吸入して
呼吸器粘膜に

＞5μm ＜5μm

飛沫感染接触感染 エアロゾル感染

いわゆる空気感染

ワクチンが有効発症の予防若い人ほど無症状（不顕性感染）が多いが・・・

重症化を防ぐ薬剤投与

それでも感染してしまったら → 周りに広げない、重症化させない

効果は経時的に減
ブースターで復活

核酸(RNA)
→細胞内で翻訳

タンパク質



密閉

「三つの密」とは

密接 密集

3/20現在

感染リスクが高まる「５つの場面」
場面① 飲酒を伴う懇親会等
● 飲酒の影響で気分が高揚すると同時に注意力が低下する。
また、聴覚が鈍麻し、大きな声になりやすい。

● 特に敷居などで区切られている狭い空間に、
長時間、大人数が滞在すると、感染リスクが
高まる。

● また、回し飲みや箸などの共用が
感染のリスクを高める。

場面② 大人数や長時間におよぶ飲食
● 長時間におよぶ飲食、接待を伴う飲食、深夜のはしご酒では、短時間の食事に比べて、
感染リスクが高まる。

● 大人数、例えば５人以上の飲食では、大声になり飛沫が飛びやすくなるため、
感染リスクが高まる。

場面③ マスクなしでの会話 場面④ 狭い空間での共同生活 場面⑤ 居場所の切り替わり
● マスクなしに近距離で会話をすることで、飛沫感染
やマイクロ飛沫感染での感染リスクが高まる。

● マスクなしでの感染例としては、昼カラオケなど
での事例が確認されている。

● 車やバスで移動する際の車中でも注意が必要。

● 狭い空間での共同生活は、長時間にわたり閉鎖空間が
共有されるため、感染リスクが高まる。

● 寮の部屋やトイレなどの共用部分での感染が疑われる
事例が報告されている。

● 仕事での休憩時間に入った時など、居場所が切り
替わると、気の緩みや環境の変化により、感染
リスクが高まることがある。

● 休憩室、喫煙所、更衣室での感染が疑われる事例が
確認されている。

Q 新型コロナウイルス感染症を拡げないためには、どのような場面に注意する必要がありますか。

7

A 新型コロナウイルス感染症は、主に飛沫感染や接触感染によって感染するため、３密（密閉・密集・密接）
の環境で感染リスクが高まります。
このほか、飲酒を伴う懇親会等、大人数や長時間におよぶ飲食、マスクなしでの会話、狭い空間での共同生
活、居場所の切り替わりといった場面でも感染が起きやすく、注意が必要です。

感染リスクが高まる「５つの場面」

クラスターの発生
リスクが高い状態

日常生活で気をつけること（集団の感染リスクを下げるには）

Ø 自己管理 ＊手洗い励行 ＊他人との接触は最小限に
＊生活リズムを崩さない（睡眠や入浴は重要）

Ø 風邪の症状が現れたら？

自分がウイルスを持ってい
る可能性を考えて行動

・不織布のマスクが効果が高い
・一部のウレタンマスクは効果が劣る

Ø マスク着用

一つの条件でも感染成立
のリスクは上がる

＜ 「ゼロ密」を目指す＞

東北大ホームページ登校せず、大学に連絡を！

会食は4人まで

会話時はマスク

家族以外との
宅飲みもリスク

寮の共用部分
更衣室など



最新情報はこ
こ！

＜パソコン等＞

東北大学の対応は？

コロナウイルス専用
サイトの各項目への
ショートカット

精神的な不安もこちら

下にスクロール この部分は変わります

具体的な対応フロー

農学部の連絡窓口は
農学部ホームページから

東北大構成員は
「COCOA」 を
必ずインストール

COCOA：厚生労働省
新型コロナウイルス
接触確認アプリ

ブックマークしておく！

＜スマートフォン＞

今すぐサイトにアクセスし、情報の場所を確認！

まだの人は今日中に

もしも体調が
悪くなったら
ここをクリック



新型コロナウイルス感染拡大防止のための東北大学の行動指針（ＢＣＰ）【改訂版】 

 
段階（レベル）を動かす判断は、国や地域、本学キャンパス内の状況を総合的に勘案して、対策本部において決定します。 
この行動指針は全学共通を原則としますが、感染状況に応じて団地又は部局ごとに判断することもあります。 
また、感染状況などに応じて、項目ごとにレベルを変動する場合もあります。 
段
階 

目安 
(例示) 

研究活動 授業等 
 

出張 
 

学内会議 学生の課外活動 催事・イベント等 
（本学が開催するもの） 

事務体制 

０  通常 
 

通常 通常 通常 通常 通常 通常 

１ 国内で感染が認め
られる。 

各部局の管理体制による感染
防止対策を徹底することで、研
究活動を行います。 

十分な感染防止対策を
施した上で、対面授業に
オンラインを併用して授業
等を実施します。 

出張先の感染状況を確
認するなど注意が必要で
す。 

感染拡大に最大限の
配慮をして、対面会議
を行いますが、オンライ
ン会議も併用します。 

感染拡大に最大限の配
慮をして、課外活動を実
施できます。 
 

感染拡大に最大限の配
慮をして、催事・イベント
等を実施できます。 
 

感染拡大に最大限の配
慮をして､ほぼ通常の勤
務を行います。テレワーク
も活用します。 

２ 国から宮城県以外
で緊急事態宣言
が発令されるなど
一定の行動制限を
うける。 
 
 
 

各部局の管理体制による感染
防止対策を徹底することで、研
究活動を行います。 

十分な感染防止対策を
施した上で、対面授業と
オンラインを併用して授業
等を実施します。 

感染が広がっている地域
への不要不急の出張は
自粛とします。 

感染拡大に最大限の
配慮をして、対面会議
を行いますが、オンライ
ン会議を推奨します。 

許可を得た場合は、課外
活動を実施できます。 
また、オンライン上で行わ
れる活動及び個人練習
も実施できます。 

原則オンライン 
ただし、催事等の性質上
対面式での実施を必要と
するもので、部局長の許
可を得た場合は、催事等
開催時のガイドラインに基
づき対面式で実施できま
す。 

感染拡大に最大限の配
慮をして､ほぼ通常の勤
務を行います。テレワーク
も活用します。 

３ 国から宮城県に緊
急事態宣言が発
令されるなど一定
の行動制限をうけ
る。 

各部局の管理体制による感染
防止対策を徹底することで、研
究活動を行うことができますが、
現場での滞在時間を減らし、可
能な場合は、自宅での活動を推
奨します。 
 

原則オンラインにより授業
を実施します。 
定期試験や学位論文審
査、実技・実験・実習、
及び学部 1,2 年次の学
生を対象とした授業等対
面での実施が必要な場
合は、十分な感染防止
対策を施した上で、対面
により実施します。 
 

業務上やむを得ない場合
で、部局長の許可を得た
場合のみとします。 

対面会議は必要最小
限とし、原則としてオン
ライン会議を推奨しま
す。 

原則禁止 
ただし、オンライン上で行
われる活動は実施できま
す。 

原則オンライン 感染拡大に最大限の配
慮をしつつ、業務の性質
に応じて、テレワークを推
奨します。 

         

R2.4.7制定 

R2.7.21改訂 

R2.9.8改訂 

R3.1.8改訂 

R3.4.1改訂 
一日一回最新情報をチェック！

平時の「0」最も厳しい「5」

今すぐ内容を確認！
ここをタップ（クリック）

＊感染防止対策（個人+教室）をとって、研究教育は維持

＊個人の行動には一定の制限あり



学生相談所
などの案内

体調が悪い ( - -;)

チェックシート（記録用紙）は農学部ホームページトップ「農学部・
農学研究科の対応内にもあります。

① ②

①②の順でタップ

次ページの「フロー図」
はここにあります！

バナーのここをタップ
（クリック）！

PC版（スマホ版もほぼ同じです）

右に飛びます

下のチェックシートにリンク



2）「コールセンター」等に相談

農学部の連絡先は？

＜省略＞

①グーグルフォーム
から農学研究科
対策本部へ連絡

②関係教員等へ連絡

（１）学部1年生担任等
（２）学部2～3年生

コース代表教員
（３）学部4年生以上

各分野主任

（４）教職員農学部総務係

@dc.tohoku.ac.jpの
メールアドレスと
パスワードが必要

ブックマークしておく！

1）農学部への連絡

＜下にスクロール＞

↑チェックシート



下へスクロール

下へ続く①のフォームにたどり
着きましたか？

練習ではこの画面
が出ればOK

以降の行動説明省略

連絡完了



PC画面の例

今すぐ内容を確認！

ここをタップ（クリック）

基本的な感染対策を学習！

入退室記録を確実に！

三密となるアルバイトは制限



宮城県新型コロナウイルス感染症対策サイト https://www.pref.miyagi.jp/site/covid-19/
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